
１ ． は じ め に 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 一 般 に 、 交 通 網 整 備 は 地 域 形 成 と 深 い 関 係 が あ る

と 考 え ら れ て い る が 、 そ の 影 響 が 発 展 と 衰 退 の ど ち

ら に 結 び つ く か に つ い て は 、 種 々  の 議 論 が 存 在 し て

い る の が 現 状 で あ る 。 本 研 究 で は 交 通 網 整 備 が 地 域

機 能 の 特 性 変 化 に 与 え る 影 響 を 分 析 す る こ と で 、 交

通網整備の影響を実証的に研究したものである。

２．分析方法

(1)使用データ

　 地 域 指 標 と し て は 、 地 域 の 総 合 的 な 発 展 を 表 す 地

域 人 口 ( 昭 和 5 5 年 お よ び 平 成 2 年 度 の 国 勢 調 査 人 口 を 使

用 ) 、 地 域 の 生 産 機 能 を 表 す 現 業 従 業 者 数 お よ び 高 度

な 産 業 機 能 を 表 す 業 務 ･ 商 業 従 業 者 数 ( と も に 昭 和 5 6 年

お よ び 平 成 3 年 度 事 業 所 統 計 調 査 の 産 業 大 分 類 を 表 1

に 従 っ て 集 計 ) を 用 い 、 そ れ ぞ れ の 1 0 年 間 の 増 加 率 を

市 区 町 村 別 に 計 算 し た 。 な お 、 本 研 究 で は こ れ ら 指

標 は 一 時 的 な 経 済 変 動 な ど の 影 響 を 受 け に く く 、 地

域の実勢を反映していると考え採用した。

(2)分析方法

　 全 国 全 市 区 町 村 に つ い て 各 指 標 の バ ラ ン ス の 変 化

の 視 点 か ら 表 2 の 基 準 で 地 域 分 類 を 行 っ た 。 例 え ば 分

類 記 号 A B A は 人 口 増 加 地 域 で 産 業 機 能 が 現 業 的 機 能

か ら 業 務 ･ 商 業 的 機 能 へ と 重 点 が 移 り つ つ あ る 地 域 を

意 味 す る 。 こ の 地 域 分 類 と 交 通 網 整 備 状 況 と を 対 比

し、これらの関係の傾向を把握する。

　 ま た 、 鉄 道 ・ 高 速 道 路 ・ 空 港 な ど の 交 通 施 設 が あ

る 地 域 と な い 地 域 の 比 較 を 行 い 、 こ れ ら 交 通 施 設 整

備 の 基 本 的 な 影 響 に つ い て も 分 析 し た 。 こ の 比 較 に

お い て は 各 指 標 に つ い て 、 各 々  の 交 通 施 設 が あ る 地

域 と な い 地 域 に 分 類 し 、 そ れ ぞ れ 指 標 値 を 集 計 の

上、10年間での増加率を求め、有無比較を行った。

３．地域分類による分析結果

　 全 分 析 結 果 は 紙 幅 の 都 合 で 掲 載 で き な い た め 、 図 1

で は 例 と し て 、 比 較 的 傾 向 が 明 確 で あ っ た 佐 賀 県 の 場

合 を 示 し た 。 県 庁 所 在 地 の 佐 賀 市 は 高 速 道 路 ･ 国 道 ･ 鉄

道 な ど の 要 衝 で あ り 、 人 口 増 加 地 域 で さ ら に 一 層 産 業

機 能 の 集 積 傾 向 の 強 い A A A と な っ て い る 。 北 部 の 唐

津 市 で は 高 速 道 路 の 整 備 が な く A B B と な っ て お り 、 福

岡 県 に 隣 接 す る 背 振 山 地 で は 鉄 道 や 高 速 道 路 が な く 人

口 減 少 地 域 が 多 い 。 ま た 県 北 東 部 か ら 南 西 部 に か け て

の 地 域 で は 高 速 道 路 や 鉄 道 の 整 備 が な さ れ 、 高 速 道 路
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図１　地域分類の地理的分布（佐賀県）
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　　　表１　現業および業務･商業の範囲
現業従業者数 建設業・製造業・電気・ガス

熱供給・水道業・運輸・通信業
業務・商業従業者数 卸売・小売業・飲食店・金融

保険業・不動産業・サービス業
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　　表２　地域分類の基準

記号 人口増加率(a) 現業従業者数
増加率(b)

業務･商業従業
者数増加率(c)

AAA ａ≧０ ｂ≧ａ ｃ≧ａ
AAB ｃ＜ａ
ABA ｂ＜ａ ｃ≧ａ
ABB ｃ＜ａ
BAA ａ＜０ ｂ≧ａ ｃ≧ａ
BAB ｃ＜ａ
BBA ｂ＜ａ ｃ≧ａ
BBB ｃ＜ａ



付 近 地 域 で は A A A や A B A が 、 鉄 道 沿 線 で は A B B の 地

域 が み ら れ る 。 一 方 、 県 南 部 は 鉄 道 の 整 備 は あ る

が 、 人 口 減 少 地 域 が 多 い 。 こ の よ う に 、 交 通 機 関 が

整 備 さ れ た 地 域 と そ う で な い 地 域 で は 人 口 増 加 率 を

は じ め と す る 地 域 の 発 展 に 格 差 が あ る と 考 え ら れ 、

ま た 整 備 さ れ た 交 通 機 関 の 種 別 に よ り 地 域 の 機 能 変

化の方向性も異なっていると考えられる。

　 図 2 は 全 国 の 各 地 方 別 に 地 域 分 類 の ゾ ー ン 数 割 合 を

算 出 し た も の で あ る 。 関 東 ･ 中 部 ･ 近 畿 ･ 沖 縄 の 各 地 方

で は 人 口 増 加 地 域 ( A A A ～ A B B ) の 割 合 が 比 較 的 大 き

く 、 大 都 市 圏 を 擁 す る 関 東 ･ 中 部 ･ 近 畿 で は 地 域 人 口

の 増 加 が 卓 越 す る A B B や 現 業 従 業 者 数 増 加 が 人 口 増 加

を 上 回 る 地 域 ( A A A ･ A A B ) が 比 較 的 多 い こ と が 特 徴 的

で あ る 。 こ れ ら 以 外 の 各 地 方 で は 人 口 減 少 地 域 の 割

合 が 大 き い が 、 関 東 地 方 や 近 畿 地 方 な ど に 隣 接 す る

東 北 地 方 や 中 国 地 方 で は 現 業 従 業 者 数 が 人 口 増 加 率

を 上 回 る B A B が 比 較 的 多 い こ と が わ か る 。 こ の よ う に

全 国 的 な 視 点 か ら 見 て も 、 地 方 間 で 地 域 発 展 の 方 向

性 に 差 が 生 じ て お り 、 全 国 的 な 交 通 利 便 性 が 影 響 し

ているものと考えられる。
　
４．交通整備の有無による比較結果

　 図 3 は 全 市 町 村 を 交 通 機 関 別 に 整 備 の 有 無 で 各 指 標

の 増 加 率 を 比 較 し た も の で あ る 。 交 通 施 設 の 立 地 の

有 無 だ け で 比 較 し た た め 、 空 港 の 場 合 は 必 ず し も 整

備 さ れ た 地 域 の 方 が 増 加 率 が 大 く は な っ て い な い

が 、 駅 の 有 無 お よ び I .  C .  の 有 無 に つ い て は 各 指 標 と も

に 交 通 施 設 が 整 備 さ れ て い る 地 域 群 の 方 が 増 加 率 が

大 き く な っ て お り 、 全 般 的 に 交 通 整 備 が な さ れ た 地

域 の 方 が 発 展 が 大 き い と い え る 。 ま た 交 通 施 設 の 種

別 間 で も 各 指 標 の 増 加 率 に 差 が あ り 、 こ れ ら の 有 無

の 組 み 合 わ せ に よ り 地 域 機 能 の 変 化 の 方 向 性 が 影 響

を受けていると考えられる。

５．交通網整備による地域機能の変化に関する考察

　 本 研 究 の 分 析 結 果 よ り 、 高 速 道 路 沿 線 や 鉄 道 沿 線

の 市 町 村 で は そ れ ぞ れ 特 徴 あ る 地 域 機 能 変 化 が 存 在

し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 全 国 的 に も 大

都 市 圏 を 擁 す る 地 方 と そ れ に 隣 接 す る 地 方 、 大 都 市

圏 か ら 比 較 的 遠 い 地 方 に よ り 、 地 域 機 能 の 変 化 の 方

向 性 が 異 な る こ と も 明 ら か と な っ た 。 さ ら に 交 通 網

整 備 の 有 無 で は 本 研 究 で 分 析 対 象 と し た す べ て の 指

標 で 一 部 の 例 外 を 除 き 、 交 通 網 整 備 が さ れ て い る 市

町村群の方が増加率が大きいことが明らかとなった。

　 以 上 よ り 、 交 通 網 が 整 備 さ れ る こ と に よ っ て 地 域 と

地 域 が 結 ば れ る と 、 一 部 の 地 域 機 能 は 地 域 人 口 に 比 較

し て 相 対 的 に 衰 退 し て い る か の よ う に 見 え る 地 域 も あ

る が 、 交 通 で 結 ば れ た 地 域 間 で 地 域 機 能 の 分 担 が 進 行

し 、 交 通 網 整 備 に よ り 形 成 さ れ た 圏 域 全 体 と し て は よ

り大きな発展を遂げていると考えられる。
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　図２　地方別の地域分類ゾーン数割合
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